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変更点 昨年度から、児童の主体的な学びのために、手本に二次元コード
を入れました。
さらに、今年から、毛筆の執筆の様子の動画も見ることができる

ように、硬筆手本を執筆した千葉大学教授、樋口咲子先生にお願い
しました。

☆仙台市立泉松陵小学校ホームページ
からも資料を読むことができます。
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毛 筆

×写し書き
×二度書き(補筆・加筆)
×修正液使用
×規定用紙天地違い
×用紙の汚れ
×はみ出し
×洗える墨液の使用
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昨年度から
出品作品での「洗える墨液」の使用が禁止となりました。

「洗える墨液」の特性

・ほかの墨や墨液と混ぜると洗濯で落ちなくなる。
・レーヨン・毛・絹は落ちにくい。
・ウール・ナイロン・絹は染着が起こり、
洗濯では落ちない。

・作品に水やノリがつくとにじむ。

→表装できず保管段階で他の作品を汚すことがある。
時間がたつと墨色が劣化することがある。

・手や筆につくと青く染まり、落ちにくい。



書写で学んでほしいこと

正しさ ていねい 整える
より整った字を書くための方法を考える

集中して 繰り返し 練習する

ていねいに道具を扱う

書く環境を整える

ていねいに道具を片付ける

学習したことを生かす

～日本の文化～



みやぎの児童のみなさんへ

長い歴史のある「書きぞめ」「書きぞめ展」。

その歴史と未来を見つめるみなさん。ふだんの学習で学んだことを生かして書きましょう。
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